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駒澤大学で築いた人間関係と、法学部での学びによる成長
	
���



小学生の時に親の仕事の都合で2年間駒沢に住んでいた
経験があり、大学進学で東京に行く際も、自然に駒澤大
学を選びました。私の地元の香川では京都や大阪に進学
する人が多く、東京に出る人は少なかったので、知り合い
もほとんどいない状況での上京でした。
大学に入学してからは、分からないことを素直に質問で
きるようになったのが大きな変化です。高校の頃は、分
からないことがあっても遠慮してしまい、頷いてやり過ご

すこともあったのですが、大学では学生同士で目標や得
意分野が違うため、納得するまで聞ける環境があります。
お互いに助け合える雰囲気があり、それがとても心地良
いと感じています。
将来についてはまだ考えを深めている段階ですが、この
大学で築いた人間関係を大切にしていきたいと思ってい
ます。小中高と同じ顔ぶれが続いた環境から大きく変わ
り、新しいつながりができたことは大きな財産です。

髙井 佐和子さん
法律学科 2年
香川県立高松桜井高等学校 出身

卒業に必要な単位：124単位
専門教育科目：92単位
全学共通科目：28単位
広域選択：4単位

必修：12単位
選択必修：12単位
選択：68単位

最高裁判所で下された判決を取り上げ、またそれ
と対立する事案の考え方を学びます。日本国憲法
の基本原理を理解すると同時に、複数の主張を
踏まえて判例を説明する力を養います。

憲法1

行政法の基本原理を理解したうえで、情報公開
法、個人情報保護法、特定秘密保護法といった
近年導入された法律に注目して学びます。最近
の事件などの法的解釈を目指します。

行政法2

弁護士が講師となり、基本的人権や表現の自由
など、日本国憲法の諸論点に注目しながら、実務
で法律がどのように適用されるかを学びます。
基礎的な法解釈能力の修得を目指します。

 実務演習Ⅰ3

成長の
プロセス

必　修

選　択

選択必修

１年次 ２年次 3年次 4年次

● 憲法
● 民法総則
● 刑法総論

● 入門・法と社会

● 行政法 
● 物権法
● 債権総論
● 債権各論
● 家族法

● 会社法
● 商法総則・商行為法
● 刑法各論
● 国際法

● 有価証券法
● 民事訴訟法
● 刑事訴訟法
● 行政救済法
● 税法

● 地方自治法
● 労働法
● 社会保障法

● 日本法制史
● 西洋法制史
● 政治学原論
● 政治史
● 経済原論
● 行政学
● 法律時事英語
● 法律学特殊講義１
● 法律学特殊講義２
● 法律学特殊講義３
● 法律学特殊講義４
● 法律学特殊講義５

● 法律学特殊講義６
● 法律学特殊講義７
● 比較憲法
● 刑事政策
● 裁判法
● 英米法
● 独法
● 仏法
● 法思想史
● 現代社会と法
● 測量学
● 基礎演習

● 法律学特殊講義８
● 法律学特殊講義９
● 演習Ⅰ
● 外書講読（英書）
● 外書講読（独書）
● 外書講読（仏書）
● 外書講読（中国書）
● 法社会学
● 担保物権法
● 不動産登記法
● 商業登記法
● 保険・海商法
● 国際紛争解決法
● 国際私法
● 環境法
● 経済法

● 消費者法
● 知的財産法
● 民事執行・保全法
● 倒産処理法
● 法哲学
● 経済学特殊講義１
● 財政学
● 国際関係論
● 経済政策
● 社会政策
● 実務演習Ⅰ 
● 実務演習Ⅱ
● 実務演習Ⅲ
● 比較政治学

● 演習Ⅱ
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 ［ 2年次 ］前期

1
2
3
4
5
6
7

Mon.

基礎演習

日本法制史

刑法各論

Tue.
債権各論

家族法

Wed.
商法総則・商行為法

国際法

Thu.
行政法

英語ⅡAa

Fri.
英語ⅡBa

会社法

Sat.
日本文学を学ぶ（３）
宗教の見方（１）

裁判法

憲法・民法総則・刑法総論などを
学ぶことにより、法律学の基本
的な知識と考え方を理解する。

将来の目標に応じて、公法、私
法、刑法など重点的に学修すべ
き法領域を選択しつつ、それを
考慮して、各種の法領域の基礎
となる知識と方法を身につける。

実践や実務を視野に入れて、重点的に学修すべき各種の法領域を考
慮しながら、専門的・発展的内容を学ぶ。他学部・他学科の関連科目に
も引き続きチャレンジできる。少人数の演習では、これまでの知識を
応用して研究・調査する。

2026年度開講科目 ※年度当初、変更となる場合があります。




